
令和９年用（2027）

  J A て ん ど う
  J A 全 農 山 形

おいしい天童の農産物を消費者へ届けるために

暫「土づくり」を基本に環境に配慮した施肥改善に取り組み
ましょう。

　
暫有機物と土づくり肥料の適正な投入により、バランスの 
とれた土づくりに心がけましょう。

　
暫土壌診断を有効活用しましょう。

 JAてんどう施肥設計書

JAてんどうHP　https://www.jatendo.or.jp/



堆肥の上手なつくり方 ＊2001年版　やまがたの野菜づくり　ｐ265を引用

＊ぼかし肥（ぼかしの源さん・純ぼかし）、発酵菌（VS有効菌）等を加えると早く出来上がる。

①　材料（稲わら等を20～30cmに切る）を積み

　十分水をかける。（60％にぎってにじみ出る） ②　よく踏みつける。 ③　同じようにして積み重ねていく。

あらかじめ用意しておいた
材料を約30cm厚さに積み十
分水をかける。

家畜ふんなどはあまり必要ないが、稲、麦わら、
落葉などは材料100kg当たり石灰窒素または硫安
２～３kgをかけておく。

この場合堆肥わくを使うと
きちんと上手に積み上げることができる。

　わくすみに長さ10cmぐらいの
「にぎり」をつけておくと持ち上
　げに便利。

25～30cm

そのあとは、よく踏み
つけ、その上に土を３
cmぐらいまたは家畜ふ
んをのせる。

＊２～３週間で腐熟が進むので、切り返しビニールカバーをしなおす。 

周囲に排水溝 

30cmぐらいの厚さごとに霜降り
程度に過燐酸石灰をふっておく。 

④　高さ1.5mぐらいに積み上げたら、水分蒸散を
　防ぐために全体をビニールでカバーする。
＊風に注意を！

自家製ぼかしの上手なつくり方
材料例　　　　　　　　　　100kg当たり

なたね粕 30kg
お魚燐さん 10kg
米ぬか 15kg（全体の15％以内）
鶏糞 20kg
過燐酸石灰   5kg
ぼかしの源さん 20kg（種菌）
 100kg　　　　

つくり方

１．材料を混合し、水をかけながらさらによく混合・堆積する。

　　（水分は50％程度を目安とし、手で握ると割れる程度）

２．ビニールやむしろをかけ40℃～50℃の低温で発酵させる。
＊直射日光は当てないようにし、時々ガス抜きを行うか、通気性

のよい被覆材を使用する。（なるべく低温の場所で行う）

３．発酵温度は40℃～50℃とし、50℃近くになると切り返しを
行う。

 冬　期　約２カ月

　　　　　　　　　　　発酵期間　　 春秋期　約15日
 夏　期　約１週間

４．温度が上昇しなくなれば自家製ぼかしの完成。

兼
献
献
験

特徴

１．土壌の有効微生物をバランスよく増殖させ、

土壌病害や連作障害防止に役立ちます。

２．効き目が緩やかで持続性があり、安定多収と

品質向上に役立ちます。

３．有機物を発酵熟成しているため、濃度障害や

ガス害の心配がなく、根を傷めることはありま

せん。

４．土壌を団粒化し、保水性、透水性、通気性を

高め健全な根を育てます。

５．各種アミノ酸、核酸、微量要素などの生理活

性物質を含み、作物を健全に生育させます。

各堆肥の窒素成分と炭素率の目安（農業試験場の表より抜粋）

C／NT－N（％）堆肥の種類

12～182.0～3.2牛ふん尿（副資材50％未満）
８～142.4～3.8豚ふん尿（副資材50％未満）
６～123.2～4.2鶏ふん尿（副資材50％未満）
17～201.4～1.8稲 わ ら 堆 肥

20～400.8～1.4も み が ら 堆 肥

30～401.0～2.0バ ー ク 堆 肥

数字は乾物％

家畜ふん堆肥の品質基準

１．品質表示を要する基準項目

基準値（乾物当たり）基　準　項　目

60％以上
30以下
１％以上
１％以上
１％以上

有 機 物
炭素－窒素比（C／N比）
窒　 素（ N ）全　 量
リン酸（P2O5）全　 量
カ　 リ（K2O）全　 量

２．品質表示を要しない基準項目

基準値（乾物当たり）基　準　項　目

70%以下
５ms／cm以下

水 分
電 気 伝 導 率 （ EC）
付記：本肥料の製造には、３カ月以上、数回の切り返しを伴う堆肥化

を行うことが望ましい。

１．堆肥積込の材料・添加物の例一覧表

出来上がり水　　　分
種　　　菌
（発酵菌）

過燐酸石灰
米 ぬ か
又は鶏糞

量
材　 料
添 加 物

切り返し
月１～２回
半年～１年

強くにぎって
指の間からし
ずくが出る程
度。

 60％

なし

切り返しの時
必ず20kg

100kg
1,000kgに
対して

稲わら
切り返し

１～２回
30～40日

ぼかしの源さん
５袋 又は

VS有効菌 ２袋

切り返し
１～２回
90～120日

強くにぎって
指の間からし
ずくが出る程
度。　　    60％

ぼかしの源さん
７袋 又は

VS有効菌 ３袋

切り返しの時
必ず20kg

250kg
1,000kgに
対して

剪定枝
オガクズ
チップクズ

切り返し
１～２回
60日

強くにぎって
指の間からし
ずくが出る程
度。　　    60％

ぼかしの源さん
５袋 又は

VS有効菌 ２袋
20kg150kg

1,000kg
（約１ha分）

モミガラ



 天童 米作りの施肥設計
てんのわらべ

食味向上のための施肥法

おいしい米の条件

①　タンパク質含有率が低いこと
②　整粒歩合が高いこと
③　白度が適度に高いこと
④　千粒重が重いこと
⑤　アミロース含有率が低いこと

食味向上のための水管理

　　　　キーポイント　じっくり茎数を確保
生育に合わせ浅水、深水管理を使い分ける。
中干しと、間断かんがいで根の活力向上。
水管理で登熟向上を出穂後30日間は水を切らさない。

食味向上・気象変動に強い土づくり

　　　　キーポイント　登熟を高めるために
有機物・土づくり肥料の施用による総合的土づくり。
稲わらの腐熟促進で生育の安定化を図る。
けい酸肥料の施用で根の活動向上、光合成量向上によ
る、食味、品質、収量の安定化を図る。

　　　　キーポイント　多肥栽培は厳禁
無駄な分げつをさせず、必要最小限の窒素で十分なも
み数を確保する。
穂肥は７月５日の生育診断結果で施用する。
出穂期に近い追肥は高タンパクの原因となるのでしない。

おいしい米（特Ａ米）を生産するポイント

１．土 づ く り

①土づくり肥料の散布（10ａ当たり散布量）　

　　　　　　　　　または　　　　　　　　　または

　 　　　　 　　　　 
　ケイ酸：18.0茜 　ケイ酸：12.0茜 　ケイ酸：11.7茜
　リン酸：3.6茜
●「とれ太郎」にはリン酸、ケイ酸がバランス良く配合されている。

●「農力アップ」は、とれ太郎等より低コストですがリン酸を保証成分としていません。

●ようりんの代わりに苦土重焼リンを散布する場合は10ａ当たり20茜とする。
　　　

　　　
※土づくり肥料の施用効果　 

　 　　　　　　　　 　

②有機物の施用（地力増進）
●稲わら利用の場合　 　 

　（いずれか１つ）

　　　　　　　　　　

●堆厩肥を施用する場合は、毎年10ａ当り１ｔ施用する。
　
③深耕による有効土層の確保
●耕土深を15唖確保し、土壌の養分状態や水分の保持量を高め、登熱不良や品質低下を軽減する。
　　　　

２．苗づくり施肥基準（１箱当たり） 

とれ太郎

60㎏

農力アップ

60㎏

天の恵み0026

45㎏

効　　　　　　　果
施用量

（kg／10a）銘柄名

茎葉を硬くし、受光態勢を良化することで、病害
虫に強く、登熟・食味向上に効果大

120～160ケイカル

初期分げつの発生促進。根の伸長や登熟向上に効果大20～60ようりん

（10ａ当たり）

施肥時期施肥量 （現物）肥　料　名

刈取り後10茜ワラ分解キング

刈取り後20茜石 灰 窒 素

※腐熟の促進を図るため、刈取

り後できるだけ早く散布し

浅く耕す。

自分で育苗土を準備する場合は、必ずPHを調整する。
追 肥基 肥

必 要 成 分
施　肥　量肥　料　名施　肥　時　期

成　　　　　分施　肥　量
（現　　物）

肥　　　料　　　名
ＮＫＰＮ

１ｇ
100倍

800穐／１箱
トミー液肥
液 肥 ２ 号

１回目
稚苗1.5葉期
中苗2.0葉期

２回目
田植５日前

2.0ｇ2.0ｇ2.0ｇ15ｇ
細 粒 育 苗 用 肥 料 1 1号
（13　　－　　13　　－　　13）稚 苗

中 苗
（１箱当り） １ｇ

現物５ｇ／１箱
水300穐

硫 安1.8ｇ1.8ｇ1.8ｇ
培 土 量

3.7手
平 成 培 土 特 号

追 肥 は 不 要7.8ｇ6.6ｇ7.8ｇ60ｇ
育 苗 一 発 （ 稚 苗 用 ）
（13　　－　　11　　－　　13）

１発施肥
（１箱当り）

※肥料の入っている人工培土を使用する場合は、育苗用の基肥は使用しない。

健康な土を作り、おいしい米を生産しましょう。



土壌診断を活用しましょう!!



３．基肥一発施肥基準（10ａ当たり）  地力に応じて施肥量を増減する

４．普通施肥基準（10ａ当たり）  

５．側条施肥基準（10ａ当たり）

地力に応じて施肥量を増減する

　追　　　　肥（kg）つなぎ肥（茜）
基　　　　　　　　　　肥（茜）

施肥体系品種
側　　　　　　　　条全　　　　　　　層

NK化成22号
（20－０－20）６月中～下旬

成　　分施肥量
（現物）

肥　料　名
成　　分施肥量

（現物）
肥　料　名

K成分N成分施肥量ＫＰＮＫＰＮ

2.02.010

－

3.63.63.630
ネオペースト１号
（12－12－12）

1.51.71.510
はえぬき専用
（15－17－15）

全　 層
＋

側　 条はえぬき 4.95.64.235
LP苦土安２号
（12－16－14）

5.25.95.235
はえぬき側条専用
（15－17－15）

－－－－－粒状側条

硫安現物（７～５茜）
（Ｎ成分1.5～1.0）

3.63.63.630
ネオペースト１号
（12－12－12）

－－－－－
ペースト
側 条ひとめぼれ

ササニシキ
あきたこまち －4.95.64.235

LP苦土安２号
（12－16－14）

－－－－－粒状側条

1.61.68－

3.63.63.630
ネオペースト１号
（12－12－12）

－－－－－
ペースト
側 条

コシヒカリ

4.95.64.235
LP苦土安２号
（12－16－14）

－－－－－粒状側条

※ペースト側条施肥は、急激に肥切れがあるので、つなぎ肥を行ない６月下旬までは葉色（SPAD）35以下にはしない。

（幼穂形成期）

（穂ばらみ期）

雪 若 丸ひ と め ぼ れは え ぬ き

肥 料 名区　　分 成　　　　　分施肥量
（現　物）

成　　　　　分施肥量
（現　物）

成　　　　　分施肥量
（現　物） ＫＰＮＫＰＮＫＰＮ

――――3.9茜4.5茜6.0茜30手5.2茜6.0茜8.0茜40手
す ご 稲 20（塩安系）
（20　　－　　15　　－　　13）

基　　　肥

――――4.2茜4.2茜6.0茜30手5.6茜5.6茜8.0茜40手
稲 一 発 （ 尿 素 系 ）
（20　　－　　14　　－　　14）

――――3.0茜3.0茜6.0茜30手4.5茜4.0茜8.0茜40手
やまがた基肥一発200（塩安系）
（20　　－　　10　　－　　10）

低PK

3.9茜3.9茜7.2茜30手――――――――
雪 若 丸 一 発 ４ ３ ３
（24　　－　　13　　－　　13）軽 量

・
省 力 ――――――――2.1茜2.1茜8.1茜30手

ハ イ セ ラ Ｎ ２ ７
（27　　－　　７　 　－　　７）

※低PK肥料を使用する場合は、土壌改良資材の施用を行うか、３年毎を目安に土壌診断を実施し、リン酸・カリが不足していないか確認して使用する。
　土壌中にリン酸やカリが蓄積されていない圃場で使用すると、収量や品質が低下する場合もあります。

成 分 合 計

追　　　　　　肥（茜）基　　　　　　　　　　　肥（茜）

肥　　料　　名品　　種
穂 ば ら み 期幼 穂 形 成 期（活着期追肥）成　　分施肥量

土壌型 NK化成22号（20－０－20）
硫　　安ＫＰＮ（現　物） ＫＰＮＫ成分Ｎ成分施肥量Ｋ成分Ｎ成分施肥量

8.06.88.0
－－－2.02.010

低温等によ
る生育不良
時に施用す
る。

現物10茜
Ｎ成分

 　2.1茜　 

兼
献
験

券
献
鹸

6.06.86.040
埴 土 ～
　 壌 土は え ぬ き 専 用

（15　－　17　－　15）

は え ぬ き

8.87.78.86.87.76.8
45

（30ａ当７袋）
砂 壌 土

8.38.18.3
－－－2.02.010

6.38.16.345
埴 土 ～
　 壌 土

化成肥料14－18－14
（14　－　18　－　14）

9.09.09.07.09.07.050砂 壌 土

4.84.14.81.61.68－－－3.24.13.2
23

埴 土 ～
　 壌 土

コシヒカリ

5.84.15.81.01.051.61.683.24.13.2ササニシキ

8.27.28.21.01.051.61.685.67.25.640ひとめぼれ

8.47.26.82.02.010－－－6.47.24.8
40

埴 土 ～
　 壌 土

こ ま ち ホ ー プ
（12　－　18　－　16）

あきたこまち

6.86.87.2－－－2.02.010
現物10茜
（Ｎ成分2.1）

4.86.85.2埴 壌 土
硫　加　燐　安　12　号
（13　－　17　－　12）

（田麦野地区）
あきたこまち

※穂ぞろい期の追肥は、食味が低下するので行わない。
※田麦野地区等、冷水のかかる地帯では、基肥に硫加燐安12号（13－17－12）を使用する。
※普通水田には尿素系または硫安系、生わら施用田やわきやすい水田には塩安系の基肥を使用する。



６．特別栽培米施肥設計 （10ａ当たり）
　　●育苗中の施肥設計は、普通栽培基準に準ずる。（窒素成分0.06茜／10ａ）

〈施肥量は特別栽培米認定上限数量〉

化成Ｎ量Ｎ成分量
施肥量
（現物）

肥　料　名品　種

2.70kg5.40kg45kg
王  将  一  膳  288
（12  －  ８  －  ８）

つ　 や　 姫

2.70茜5.40茜45茜

JAてんどう特栽専用
特 栽 一 発 号
（12  －  ８  －  ８）

3.96茜7.92茜66茜は え ぬ き

2.88茜5.76茜48茜コシヒカリ

3.36茜6.72茜56茜
ひとめぼれ
そ　 の　 他

※コシヒカリ等の倒伏しやすい品種は、圃場により施肥量を少なくする。

※上記施肥量で窒素不足の場合は、有機質肥料（有機100％）を施用する。

■特別栽培米とは、化学肥料の窒素成分が4.06茜／10ａ以内（育苗も含む）、農薬を10成分以内の基準で生産さ
れた米で、認証審査委員会が審査し認証を受けたもの。

主要転作作物基準施肥設計
（10ａ当たり）

追　肥（袋）基　　肥　　施　　用　　量　　（袋）必　要　成　分　量（kg）

作 物 名
硫　　　安
21－0－0

化成肥料17－17－17
17－17－17

ケイカル熔　り　ん苦土石灰ＫＰＮ

234107.58.5大 豆

136101014小 麦

336101010イタリアンライグラス

2336181619青刈とうもろこし

・転作田には、苦土石灰と窒素肥料は多めに施用する。

・排水が悪いと根ぐされをおこしやすいので、排水を良くして、肥料を１～２回にわたって施肥し、深耕する。

（10ａ当たり）

追　肥（袋）基　肥　施　用　量（袋）必　要　成　分　量（kg）

作 物 名
硫　　　安
（21－0－0）

化成肥料14－14－14
（14－14－14）

苦土石灰ＫＰＮ

113662そ ば



　土づくり肥料は、毎年続けて投入することにより、根はりを良くし、肥効を高めて、樹を健康に保ち、良品

質生産を約束するための基本である。自園の実態に見合うように土壌分析を実施し、人間の体質改善を行うと

同じように気長に次の基準に従って施用する。

◎土づくり肥料を投入する前に土壌の「ＰＨ」を測定し、「ＰＨ」に応じた土づくり肥料を選定する。また、土壌分析に基づいた施肥設計で投入資材を選定する。

10　ａ　当　た　り　投　入　基　準

堆きゅう肥が
ない場合※４

堆きゅう肥
（完熟したもの）※３

F　T　E
PHがやや高め（6.5以上）の園地一般的な園地・PHが低い（6.5以下）園地

地　域　区　分土 質 別 （畑のカルシウム）
※２

粒状苦土過石
マルチサポート１号
（硫酸マグネシウム）

BM ようりん
（苦土重焼燐）

苦 土 石 灰

有機畑の根くらべ
1,000kg

ぼかしの源さん
150kg

アヅミン
60kg

リブミン
100kg

1,500kg

毎　年

２　kg

（60kg～100kg）60kg
60kg～120kg
（40kg）

60kg（40kg）100kg～200kg
成２、成３、成４、成５、成６、
津１、津３、津４、津６、山１、
山２、山３、山５、高２、干３ 

一般土壌

2,000kg（60kg～100kg）60kg
60kg～120kg
（40kg）

60kg（40kg）100kg～150kg成１、寺２、津６、山４、高１砂 質 系

1,000kg（100kg～160kg）60kg
80kg～120kg
（60kg）

60kg（40kg）150kg～200kg寺１、津２、蔵１、蔵２粘 質 系

1,500kg（100kg～160kg）60kg
80kg～120kg
（60kg）

100kg（60kg）150kg～200kg高３、干１、干２、干４黒ぼく系

11月頃をめどに９月下旬～10月上旬11　月　頃　を　め　ど　に投　　入　　時　　期

土づくり肥料と一緒に施用
し、土壌と良く混和する。

※５全面施用する。
根の先付近に重点的に　
施用すると効果が高い。

全面施用し土壌と
よく混和する。　　

根の先付近に重点的に　
施用すると効果が高い。

全面施用し土壌とよく
混和する。粒状は半量

投入時期の注意事項

土壌を柔らかくする。

適正なPH値：5.8～6.2

※１　苦土石灰を150kg以上施用する場合は、秋と春の２回に分けて行う。
※２　PHが高く石灰分が少ない場合または、石灰欠乏症状が出ている場合に施用する。
※３　1,500kg以上の堆きゅう肥を施す場合は、１～２年おきに施用するか、基肥の量をひかえて毎年投入する。
※４　有機畑の根くらべ及びぼかしの源さんを施用する場合は、基肥の量をひかえるか、Ｎ成分を計算して基肥の量を決める。
※５　ホウ素の欠乏症状が出ている園地では、基肥と一緒に３～４kg施用する。（王将有機80にはFTEが入っているので過剰施用に注意する。）



土壌診断を活用しましょう!!



施 肥 時 期

施　　　用　　　量（10ａ当たり）
肥料成分 （％）

肥　　料　　名
区
　
分

地域

区分

り　ん　ご西洋なし

も　も

ぶ　　ど　　う

さくらんぼ サンふじ・
昂林・
紅玉ふじ

つがる・
紅玉・
陽光・王林

ラ・フランス
大粒系

シャインマスカット
ピオーネ

キャンベルス
ナイアガラ
スチューベン

デラウェアＫＰＮ

収 穫 直 後

－－－－－－－１袋６５17
若 大 将
（海藻濃縮粉末入り燐硝安加里）

お礼肥

全
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
域

－－－－－－0.5袋１袋８４20
わ か み ど り
（燐 硝 安 加 里 Ｓ 248号）

７月中下旬－－－－－－－６袋２２12さ く ら ん ぼ 有 機 一 発 80
お礼肥
＋
基　肥

９　月　中

※さくらんぼは

８月中下旬

2.5袋3.5袋６袋7.5袋2.5袋５袋４袋５袋－15５
お 魚 燐 さ ん
な た ね 粕 半 々 ず つ

基
　
　
　
　
　
　
肥

2.5袋3.5袋６袋7.5袋2.5袋５袋４袋５袋１２５

2.5袋3.5袋６袋7.5袋2.5袋５袋４袋５袋５５10エ　コ　レ　ッ　ト　055

９月下旬～

10月上旬
※さくらんぼは

８月中下旬～

９月上中旬　

2.5袋3.5袋６袋7.5袋2.5袋５袋４袋５袋１６10FTE入 り 王 将 有 機 8 0

2.5袋3.5袋６袋7.5袋2.5袋５袋４袋５袋２５10果 樹 の き ら め き 70

2.5袋3.5袋６袋7.5袋2.5袋５袋４袋５袋２５10果  樹  の  き  ら  め  き  35

２袋3袋５袋６袋２袋４袋3.5袋4.5袋10５12果 樹 特 29 号

５kg７kg12kg15kg５kg10kg10kg12～15kg窒素成分施肥基準（kg／10ａ）

＊基肥の量は、粘質系では20％程度減らし、砂質系では20％程度増量する。また、樹勢の強弱により、施肥は適宜
　加減する。
　
　　＊基肥は基本９月～10月に施用する。
　　※さくらんぼは、根の活動している９月に翌年に向けた貯蔵養分を蓄える

ため、８月中下旬～９月上中旬に施用する。　

＊ホウ素欠乏が発生している園地では、基肥といっしょにFTEを２～４kg／10ａ施用する。
＊さくらんぼのお礼肥は、着果のきわめて少なかった園地や、樹勢の強い園地では施用量を調整する。

＊砂地などの肥料流亡の多いリンゴ園地などでは、基肥で90％を秋施用し、消雪直後に残り10％を施す。
＊ふじで樹勢が落ちついたら施用量は順次増加し、窒素成分で５～10kgの範囲とする。
＊大粒系ぶどうでは、幼木時の窒素肥料は施さない。

＊ラ・フランスの成木園では、樹勢が強い立木仕立ての場合は、年間窒素成分は10kg以内とする。

各　樹　種　の　適　正　な　樹　勢　の　目　安

各 樹 種 の 樹 齢 別 基 準 施 肥 量（10ａ当たり）





主要野菜基準施肥設計

（10ａ当たり）

基＋追＝成分量 （kg）追肥施用量 （袋）基　　肥　　施　　用　　量　　（袋）
必要成分量  （kg）

目
標
収
量
 
（
ｔ
）

作　物　名

作
　
　
型

ＫＰＮ

ト ミ ー
液 肥
ブ ラ ッ ク 
10－ 4－ 6

燐 硝 安
加 里
Ｓ677号
1 6－ 7－ 7

ばれいしょ
専 用

12－10－13

ま ご こ ろ
野 菜

18－13－15

有 機 入 り
そ さ い
２ 号
13－ 7－ 10

畑 の 菜々
ち ゃ ん

1 0－ 7－ 7

苦
土
重
焼
燐

苦

土

石

灰
ＫＰＮ

201724552015～202510春 作き ゅ
う り

ハ
　
　
ウ
　
　
ス

141416251510155秋 作

181522552015～202510と ま と

181820252020182春 作
メロン

121214251515152.5秋 作

151318451510203い ち ご

131116451515152食 用 菊 

141415151515155す い か
トン

ネル

1919222620～2515～20308と ま と

露
　
　
　
　
地
　
　
　
　
野
　
　
　
　
菜

1717222620～252025～308夏秋きゅうり

17172635620～2520305な す

10714555820131.5か ぼ ち ゃ

171726210625～3020～2525～308は く さ い

128156661515156せ い さ い

141422286201520～254キ ャ ベ ツ

1213202761515201ブロッコリー

15112217762015202レ タ ス

101415160.5715～2010～1515～201ほうれんそう

1417191661615～2010～1515～204だ い こ ん

14142228515～2010～1520～252に ん じ ん

11111515561515153カ ブ

151516162020201スイートコーン

151615150.5610～1510～1515～203馬 鈴 薯

18142028862520306ピ ー マ ン

6591 （8～9月）3 （3月）101010啓 翁 桜
花
　
　
類

19172025152020ス ト ッ ク

15131625151515トルコギキョウ

7711145121512紅 花

※　基肥の苦土石灰は、栽培上の生育に必要な施用量です。
※　堆肥投入量は全作物完熟堆肥10ａ当たり２～３ｔの投入が必要です。
※　土壌改良剤として消石灰投入量は、「PH」を１上げるのに10ａ当たり10ｃｍの作業深（100ｔ）に対して100～120kgが基準です。
※　野菜・花類に珪酸加里施用により、根はりを良くし、品質の向上が得られます。（10ａ当たり40～60kg）
※　啓翁桜を肥沃地に栽培している場合は、基肥・追肥を3割程度減らします。
※　施用量は、１袋20kgで計算しています。「まごころ野菜」は１袋15kgで計算しています。

〈ねぎの施肥基準〉

（10ａ当たり）

追　肥（袋）基肥施用量（袋）必　要　成　分　量（kg）
目標収量
（ｔ） 山形ねぎ専用

（17－10－８）
苦土石灰完熟堆肥ＫＰＮ

１～２５～７５２ｔ203020４

※葉先枯れ及び病気の予防のため、「畑のカルシウム」を10ａ当たり３袋（60kg）を全面に使用してください。

《土壌成分を把握するために土壌診断を活用し、よりよい土壌を作りましょう》
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